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骨『白水社 ポーラシド語辞典~ (共編〉白水社 1981

Comρarative and Contrastive Studies in Slavic Languages and Literatures; .:aρanese 

Contributions to the Ainth International Congress o[ Slavists， Kiev， Seρtember 7-13， 

19.~)3. (監修) Japanese Association of Slavists. 198:l 

券『古代教会スラブ語入「日白水社 1985 

長W1エシアの言-語文化一放送大学印刷教材.n(共編〕放送大学教育振興会 1985 

〈訳および注釈〉

長イーゴリ遠征諒一訳および注(1-7完) fスラヴ研究~ 1-3号.15号.21号.23-24号(1857-1979)

恭コシスタ γティノス一代記ー一一訳ならびに注 (1-2完)(共訳) Wスラヴ研究~ 31-32号(1984-1985)

持メトディオス一代記 訳ならびに注(共W-u wスラヴ研究~ 33号 (1986)

〈翻訳〉

必修道院長ダニイーノレ/聖地巡礼記 C抄]. ヴラジーミノレ・モノマーフ/子らへの教訓 C抄]. ザドシシ

チナ〈抄].不幸物語，シェミャーカの裁判 wt止界文学全集古典篇27ロシア古典篇』河出書房

1954 

長トノレストイ/モーパッサシ諭『世界文学大系 44モーパッサ γ』筑摩書房 1958 

後チェーホフ/たいくつな話，六号室，中二階のある家，すぐり，恋について，往診中の一事件，谷間，

し、し、なずけ， トーマス・マシ/チェーホフ論『陛界文学大系 46 チェーホフ』筑摩書房 1958 

後レスコフ/魅せられた旅人『世界文学大系 30 ゴシチャロフ・レスコフ』筑摩書房 1959 

後マリー・キュリー/自伝『世界ノ γフィクショシ全集 8j筑摩書房 1960 

長トーマス・マシ/チェーホフ論原卓也編『チェーホフ研究~ (チェーホフ全集別巻〉中央公論社 1960

(1958 年『世界文学大系 46~ 坑摩書房の再録〕

持レスコーフ『魅せられた旅人~ (岩波文庫)1960 (['世界文学大系 30~ 筑摩書房 1959 収録の翻訳

を再録，ゴーリキイ/レスコーフ諭を含む〕

持ダヴィド・ノレピノーヴィチ『ダヴィドの日記』筑摩書房 1961 

長英雄へーラクレースの物語，テーセウスの物語『世界の民話と伝説 5 ギリシア・ベノレシア編』さ・

え・ら書房 1961 

器ダヴィド・ノレピノーヴィチ/ダヴィドの日記『世界ノ γフィクショ γ全集 28j筑摩書房 1962 CW〆
ヴィドの日記』筑摩書房 1961年の再録〕

後チェーホフ/決闘，六号室，かわし、し、T:.犬をつれた奥さん，谷間世界名作全集 20 決闘・桜の園』
筑摩書房 1962 C一部1959年『世界文学大系 46jを再録，また 1978年『世界の文学エテノレ
ナ 23~ として再刊〕

持トノレストイ/モーパッサシ論.w世界教養全集 別巻2 東西文芸論集』平凡社 1963 CW世界文学大系
44 モーパッサシ』筑摩書房 1958の再録〉

後アシジェイェフス奇/ナノレキヅソス，ブラシディス/愛される秘訣『世界短篇文学全集 10 北欧・東

欧文学』集英社 1963 

世トノレストイ/ざんげ，イヴァ γ ・イリイーチの死， クロイツェノレ・ソナタ，神父セノレギイ『世界文学大

系 84 トノレストイ IVj筑摩書房 1964 

勢プーニγ/サシブラシシスコから来た紳士， パーベリ/手紙，ある馬の話， ネノレダ/ドクトノレ・カジ

スヴェト(共訳)W世界文学大系 93 近代小説集 IIIj筑摩書房 1965 

骨ゴーゴリ/死せる魂 第一部 『世界の文学 11 プーシキシ・ゴーゴリ・ツノレゲーネフ』 中央公論社

Q
U
 



#チェーホフ/決闘，六守主，中二階のある家，すぐり，恋について，往診中の出来事， かわし、L、女，

犬を連れた奥さん，谷間，し、し、なずけ『世界文学金集 40 チェーホフ~ >>L事書房 1966 (~世界

名作全集 20~ 筑摩書þj 1962と『世界文学大系， 46~ 筑摩書房 1958の再録〕

卦ゴーリキイ/幼年時代，チェノレカーシュ，イゼノレギリ婆さん， 二十六人とひとり， パーペリ/騎兵隊

『世界の文学 28 ゴーリキイ・パーベリ』中央公論社 1966

骨トノレストイ/機悔，イヴァ γ ・イリイーチの死， クロイツェノレソナタ『トノレストイ選集 8~ 筑摩書房

1967 Clr世界文学大系 84~ 筑摩書房 1964の再録〕

骨イヴァシュキェヴィッチ/ウトラタの水車小屋，スカリシェフの教会(共訳)~現代東欧文学金集 8~

恒;虫干1: 1967 (1977年 I点欧の文学尼僧ヨアシナ他』として再flJ)

長トノレストイ/神父セノレギイ，モーパッサシ諭『トノレストイ選集 1O~筑摩書房 1967 (~世界文学大系

お4.s筑酷iltb;i 1964と『世界文学大系 44~ 筑摩書房 1958の再録〕

骨チェーホブ/たわむれ，こ1ーラスガーノレ，決闘，六号室， *--:'.11持のある家，百姓たち，殻にはいった男，
すぐり，恋について，かわL、し、!x，犬をつれた奥さん，谷間，かもめIi'問:界文学全集 27 チェ

ーホブ』講談社 1968 C~世界文学大系 46~ 筑摩書房 1958と『限界名作全集 20~ 筑摩書房

1962の再録コ

持トノレストイ/アシナ・カレーニナ I-II， f世界文学全集 37 吋38~ 筑R告書房 1968-69 C~筑摩世界文

学大系 41~ 筑磨書房 1971として再刊〕

普ブーニγ/サシブラ γシスコから米た紳1.: f世界文学全集 G9 世界名作集 IU筑摩書房 1969 

C~'世界文学大系 9:~~ 筑摩書}ß 1965の再録〕

勢プーシキγ/エヴゲ伊ーニイ・オネーギγ 『世界文学全集 9プーシキシ・レーノレモ γ トフ・ゴーゴリ』

講談社 1969 

後トノレストイ/イグァ γのばか，イヴァシ・イリーチの死 『イヴァ γのばか，~ (正進社名作文庫 23) 

iE進社 1970 (l964iF ~世界文学大系 84 ~を一部再録〕

特ゴーゴリ/検京'I'C，舟，ケト去，狂人日記『新築世界の文学 9 ゴーゴリ・レーノレモ γ トフ』中央公論社

1971 

勢チェーホブ//たし、くつな品他『筑j事世界支学大系 51 チェーホフ』筑}事書房 1971 (~世界文学大系

46~ ~;[昨書)jj 1958の再録〕

後ブローク/十一二『世界文学金集 48 世界詩集』講談社 1972 

勢シェ γキェーヴィチ/クオ・ワディス〔抄)~ノーベノレ文学賞全集 1~ 主婦の友社 1972 

勢プーシギヤγ/エヴゲーニイ・オネーギシ， ジプシー，ヌーリ γ伯，コロームナの家，古三鍋の騎土『プ

ーシキシ全集 2~ 河出書房新社 1972 C~世界文学全集 9~ 講談社 1969を一部再録〕

骨ボロフスキ/へノレツェシフソレクの奇楽『現代ポーラ γ ド短編選集』白水社 1972 

卦プーシキγ/オネーギγの旅の断章『プーシギシ全集 6~ 河出書房新社 1974 

長トノレストイ/アγナ・カレーニナ『近代世界文学 16 トノレストイ』筑摩書房 1974 (~筑摩世界文学大

系 41~ 筑!寧書房 1971の再録〕

骨レスコフ/魅せられた旅人『筑摩世界文学大系 86 名作集 I~ 筑摩書房 1975 C~世界文学大系 30~ 

筑摩書房 1959の再録7
骨チェーホフ/たいくつな話，グセフ，浮気な女，アリアドナ，中二階のある家， わが生活， 殻にはい

った労，すぐり，恋、について，たばこの害について，三人姉妹『世界文学全集 60チェーホブ』

講談社 1975 CW世界文学大系 46~ 筑摩書房 1958，および『世界文学金集 27~ 講談社 1968 

の再録〕

骨ノミーベリ『騎兵隊~ (中公文庫〉中央公論社 1975 C~世界の文学 28~ 中央公論社 1966の再録〕
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卦トノレストイ/モーパッサγ諭『世界批評大系 4 小説と現実』筑摩書房 1975 (Ií世界文学大系44~

筑摩書房 1958の再録7

券チェーホフ/たわむれ，コーラス・ガーノレ，決闘，六号室，百姓たち， かわいし、女， 犬を連れた奥さ

ん，谷間，かもめ『世界文学全集 61 チェーホフ』講談社 1975 Clr世界文学全集 27~ 講談社

1968の再録〕

勢チェーホフ/たわむれ他『豪華版世界文学全集 22 チェーホフ』講談社 1976 (Ii世界文学全集 27~ 

講談社 1968の再録〕

持プローグ/十二 『豪華版世界文学全集泊 IH:界詩集』講談社 1976 CII世界文学全集 48~ 講談社

1972の再録〕

卦シェシ守ェーヴィチ/クオ・ワディス『世界文学全集 59 シェシキェーヴィチ』講談社 1977 

長シェシキェーヴィチ/クオ・ワディス C抄JÛキリスト教文学の世界 19<~ 主婦の友社 1978 Cuノーベ
ノレ文学賞全集 1~ 主婦の友社 1972の再録〕

卦プーシキシ/エヴゲーニイ・オネーギシ『世界文学全集 27 プーシキソ・レーノレモシトフ』講談社

1979 (11世界文学全集 9~ 講談社 1969の再録J

ブローク/十二『世界文学全集 1(日 世界詩集』講談社 1981 (ù"tJt界文学全集 48~ 講談社 1972の

再録〕

卦フラープチェシコ/現代 l止界における文学と芸術『季刊ソヴェート文学~ 75号 (1981)

養フォニャコーフ/プーシュキ γの家『季刊ソヴェート文学~ 77号， (1981) 

骨プラゴーイ/ドストエブースキイとプーシェキγ 『季刊ソヴェート文学~ 78号 (1981)

勢ジョシスト γ，クグリチーノフ/プーシュキシについての対話『季刊ソヴェート文学~ 79号 (1982)

勢ゴシチャローフ/オブローモフ(共訳)u世界文学全集 35 ゴシチャ lユーフ』講談社 1983 
可イーゴリ遠征物語~ (;岩波文庫〉岩波書rr¥f 1983 

後プーシキシ/uディカーニカ近郷夜話~， uディカーニカ近郷夜話』中編集，蜜蜂飼いノレーディ (パニコ
一編)Ií季刊ソヴェート文学~ 87号(1984)

後遠征物語断章一《イーゴリの妻ヤロスラーヴナの嘆き》他， リハチョーフ/ロシア文学のス戸ボ『季

刊ソヴェート文学~ 93号 (1985)

〈雑誌論文・単行書所収論文他〉

後ブイリーナについて『文芸復興』日産書房 1，2・3月号 (1948)

特ソ連邦のーゲーテ文献『季刊ゲーテ~ 2集(1948)

骨TheStudy of Russian in Japan，科'ord:journal of the Linguistic Circle of New York， 

Vol. 9， No. 4 (1953) 

持口yWK1IH11 aHT1IqHa冗日09311兄 『北海道大学文学部紀要~ 4号 (1955)

勢ロシア・ソヴェト文学史年表(部分〉市古貞次他編『解説世界文学史年表』新潮社 1957 

養日3y可eH1Ie ~peBHepyccKo首 JI1ITepaTyphI B 兄nOH1I1I (共著) {Tpy~hI OT江eJIa且peBHepyccKo員

JI1ITepaTyphI} XVIII， AHCCP (1962) 

後Polish-JapaneseRelations， Present and Future， (共著)Polish Weekly， No. 7 (1962) 

持ロシア語を学ぶ人達へIí(東京大学)教養学部報~ 112号 (1963)

発ロシア語の学び方をめぐって(座談会) u 戸シア語~ 1巻4号 (1963)

後ポーラシド『朝日ジャーナノレ~ 6巻38号 (1964)

後スタニスラフスキイ図式の放来一←文学座公演『かもめ~ (演出成井市郎)U'テアトロ~ 266号 (1965)

後外国語の学び方， Ii教養学部報.11138号 (1966)

-120ー



後・ロシア語教師の憂欝語学教育研究所編『随想集 日本人と外国語』開拓社 1966 

持ヨーロッパ文化の守り手一一ポーラシド朝日ジャーナノレ編『もっと知ってよい国 下』弘文堂 1966 

#ア γ ドリヅチの人と文学(共著) W現代東欧文学全集 12~ 但文社 1966 (1976年『東欧の文学ド

リナの橋』として再刊〉

後レスコーフ『現代ロシア語JJ4月号 (1967)

後再:劇にならなかった“喜劇"一一劇団「雲J 公演『桜の園~ (演出 福田悟存) WテアトロJJ~~OO 号

(1968) 

ぺEvgenijunegin}， 1， 1. 1-5の解釈について『比較文学研究JJ14母 (1968)
後ボーラシド諮の入門書・文法書・辞書(わたしの辞書 57) W学鐙~ 66巻 11号(1969) C小林英夫編

『私の辞書J丸善 1973に再録〕

長ニコライ・コシラドによる『伊勢物語』の露訳『ロシア手帖~ 1~J- (1971) 

骨チェーホフの『たわむれJについて 『高校通信JJ6巻4り.(1972) 

長ボワイエの『ロシア語読本Jのこと『窓JJ2号 (1972)

後ドストエフスキイ『罪と罰』 島田謹二他編『比較文学i読本』研究社 1973 

骨ソ連冬の旅 『日ソ親義n93号(1973)

長ロシア文学における世代の問題 『東京大学公開講座 17 親と子J東京大学出版会 1973 

長『オブローモフJのこと 『学鐙JJ70巻5号 (1973)

卦中村白葉先生を悼む Wpシヤ語ロシヤ文学研究JJ6号 (1974)

株会話がだし、じか，読書がだし、じか一学びの出発 『中央公論JJ1060号 (1975)

骨ブラシス語と私 『基礎フラシス語~ 7号 (1977)

勢トノレストイズムとは何か 『ロ‘ンア文学への招待JJ(竺省堂選書 54)三省堂 1978 

卦ロシア研究によせて(座談会) W窓JJ24号.(1978) 

卦学会創立30周年に寄せて 「ロシヤ語ロシヤ文学研究JJ13号 (1981)

後辞書・事典の遠近法〈臨淡会) W日本読書新聞JJ2150号 (29，3， 1982) 

長泉井教授の御逝去を悼む 『古代ロシア研究JJ15号 (1983)

後古代教会スラプ語への招待 『窓JJ48号 (1984)

持雑感 『比較文学研究JJ45号 (1984)

〈書評〉

骨スラヴ語学にかんするソヴェートの新刊書若干『言語研究~ 33号(1957)

持現代ロシア語の時制の体系にかんするj若「の新しい即.論について『言語研究JJ35号 (1958)

骨ヘノレマ γ ・パウノレ『言語史原珂』福本喜之助訳 『ドイツ文学~~ 36号 (1966)

録中村雄二良[5 W吉葉・人間・ドラマ』所収 チェーホフの世界一 「ノ γ ・サシス」の情念とドラマ

『文学JJ38巻9号:.(1970) 

骨武藤洋二『ゴーゴリの世界からy， w週刊読書人JJ1340号(14，7， 1980) 

〈事典項目〉

骨斎藤勇編『世界文学辞典J研究社(1954)

告『世界名著大事典J平凡社 (1960-1961)
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枠『日:界大百科事典』平凡社 (1955-1958)(1972) (1984-1985) 

勢『新潮世界文学小辞典』新潮社(1966)

持『現代教養百科ゴ[典 9 文学』暁教育図書 (1968)

恭『学芸百科事典エポカ』旺文社 (1973-1975)

持『ブリタニカ悶際大百科事典』ティピーエス・プリタニプ'J (1972-75) 

骨『大日本百科事典ジャポニカ』小学館(1971)

持『万有百科大事典ジャ γノレ・ジャポニカ 1 文学』小学館(1973)

持『日本大百科全書』小学館 (1985一〉

〈部千士?および講問〉

骨アメリカにおけるスラヴ研究の現1犬について(1954年7月 北海道犬学スラブ研究施設研究員会議〉

長『イーゴリ軍記』について (1956年1月 スラブ研究施設研究員会議〕

長ベリ γスキイのタチヤーナ観(1957年12月 スラプ研究施設研究員会議〉

長ノ4ステノレナークの『ドクトノレ・ジパゴ』について (1959年6月 スラブ研究施設研究員会議〉

特ロシア文語史に於ける二三の問題 (1960年5月 日本言語学会第42回大会〕

*N. S.レスコープについて (1960年10月 スラプ研究施設研究員会議〉

告アγグェイェブスキの作品について(1963年 1月 スラプ研究施設研究員会議〉

持アブラム・テノレツの『社会主義リアリズム諭』について(1966年11月 スラブ研究施設研究員会議〉

秘スラヴの使徒キリーノレの業績について (1969年7月 スラブ‘研究施設公開講演会〉

持1966年2月の文学裁判について (1969年 11月 スラブ研究施設研究員会議〉

長トノレストイの思想、と文学 (1971年6月 ロシア文学土曜講座〕

判晩年のトノレストイ(1971年7月 スラブ研究施設公開講演会〉

器『青銅の!騎士』の解釈をめぐって(1974年7月 スラプ研究施設研究員会議〉

吋再感(1977年7月 スラプ研究施設研究員会議〉

骨プーシキシについて(1979年6月 日ソ親善協会『プーシキシ←ー講演と映画iの夕べJl)

勢『悪霊』雑感(1982年6月 早稲田大学文学部『ドストエブスキイの会Jl)

骨『青銅の騎ゴ:J]の謎 (1982年11月 東京外国語大学『外語祭Jl)

ぺCJIOBO0 "CJlOBeづ(1983年6月 日本日シヤ文学会関東支部総会〉
骨『イーゴリ遠征物語』のロシア的特徴 (1985年6月 日本比較文学会46回全国大会〉

本稿作成にあたっては『ロシア・西欧・日本』の年譜および著作目録と木村先生の古希を記念して刊行

された早稲田大学大学院文学研究科木村ゼミナーノレ編『木村彰一著作・翻訳年譜Jl(これは1985年2月

までのほぼ主ぺきな著作年訴である〕を参考にした。同年譜の入子については岩井憲幸氏に，その後の

調査については，森俊司氏の協力を得た。ここに記して感謝する。(松田 淵〉
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